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　はじめに

ヒメ科魚類 Aulopidae は世界で 2 属約 10 種が

知られており（Nelson, 2006），日本近海にはエソ

ダマシ Aulopus damasi Tanaka, 1915，イトヒキヒ

メ A. formosanus Lee and Chao, 1994，ヒメ A. japo-

nicus (Günther, 1877)，ハタタテヒメ Aulopus sp. の

4 種 が 分 布 す る（Nakabo, 2002； 松 沼 ほ か，

2008）．

Aulopus damasi は伊豆沖から採集されたとされ

る全長 330 mm の 1 標本に基づき Tanaka (1915)

によって新種記載され，同時に和名エソダマシ（狗

母魚欺）が提唱された．その後，山川（1984）は

沖縄近海の水深 250–508 m から採集された本種 5

個 体（HUMZ 48382, 95119, 95120, BSKU 53000, 

URM–P 3787，体長 153–257 mm）を報告し，益

田ほか（1988）は本種 3 個体を沖縄本島近海から，

山川（2002）は高知県土佐清水から，山田ほか

（2007）は宮古島北方の大陸斜面上から 1 個体

（SNFR 152，体長 310 mm）をそれぞれ報告した．

したがって，現在エソダマシの国内における分布

は，伊豆沖，高知沖，沖縄近海，東シナ海とされ

ている（Nakabo, 2002；山田ほか，2007）．

2011 年 11 月 20 日に鹿児島県南さつま市坊津

沖で，エソダマシと同定される 1 個体が採集され

た．本標本は鹿児島県におけるエソダマシの標本

に基づく初めての記録となるため，ここに報告す

る．

　材料と方法

計 数・ 計 測 方 法 は Hubbs and Lagler (1947) と

Prokofiev (2008) にしたがった．標準体長は体長

と表記し，デジタルノギスを用いて 0.1 mm 単位

まで行った．エソダマシの生鮮時の体色の記載は，

固定前に撮影された鹿児島県産の 1 標本（KAUM–

I. 43848）のカラー写真に基づく．本報告に用い

た標本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管され

ており，上記の生鮮時の写真は同館のデータベー

スに登録されている．本報告中で用いられている
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　結果と考察

Aulopus damasi Tanaka, 1915

エソダマシ　(Fig. 1; Table 1)

Aulopus damasi Tanaka, 1915: 340, pl. 92, fig. 295 

(type locality, off Izu, Japan).

標本　KAUM–I. 43848，体長 313.2 mm，鹿児

島県南さつま市坊津沖（31°11′15″N, 130°06′86″E），

水深 250 m，2011 年 11 月 20 日，釣り，宮下　透．

記載　計数形質と体各部の体長および頭長に

対する割合（%）を Table 1 に示した．体は細長

い円筒形で，頭部はやや縦扁する．吻は突出し，

吻長は頭長の 35.7% で眼径よりも長い．眼は頭
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長の 19.8% と大きく，わずかに上外廓を越えて

突出する．両眼窩は頭長の 15.6% で眼径より短く，

深く凹む．口裂は大きく，わずかに傾斜し，上顎

後端は瞳孔後縁直下に達する．上顎は下顎よりわ

ずかに突出する．背鰭は第 1 軟条のみ分岐せず，

背鰭第 1 軟条の長さは頭長の 18.4%．背鰭第 2 軟

条の長さは頭長の 36.5%．背鰭では第 3 軟条が最

も長く，その長さは頭長の 39.8%．背鰭起部は腹

鰭基底後端より後ろに位置する．背鰭基底は長く，

臀鰭基底の266.4%．臀鰭は第1軟条のみ分岐せず，

臀鰭第 1 軟条の長さは頭長の 14.4%．臀鰭第 2 軟

条の長さは頭長の 20.4%．臀鰭では第 3 軟条が最

も長く，その長さは頭長の 21.3%．臀鰭起部は背

鰭基底後端よりも後方に位置する．胸鰭は臀鰭よ

りも短く，後方に向かい尖り，第 4 軟条が最も長

い．胸鰭第 1 及び第 2 軟条は分岐しない．胸鰭で

は 第 4 軟 条 が 最 も 長 く， そ の 長 さ は 頭 長 の

44.3%．腹鰭は短く，先端は臀鰭起部に達しない．

腹鰭第 1 軟条は分岐しない．腹鰭では第 4 軟条が

最長で，その長さは頭長の 62.9%．尾鰭後縁は湾

入するが，深くはない．脂鰭がある．尾柄は長く

低く，尾柄高は尾柄長の 35.3%．

色彩　生鮮時の色彩 ― 頭部，体背面および体

側面の鱗の外縁は赤褐色で，中央は黄褐色．体腹

面は一様に白色．眼窩前縁から瞳孔前縁にかけて

黒斑がある．背鰭の各軟条は赤色であるが，白色

斑が 1–4 個ある．背鰭の鰭膜は白色であるが，背

鰭第 6 軟条より後方では赤みを帯びる．臀鰭各軟

条は白色．臀鰭の鰭膜はほぼ赤褐色であるが，基

底部付近は白色．尾鰭の各軟条は赤色であるが，

白色斑が 1–4 個あり，基底部は白色．胸鰭各軟条

は赤褐色で，白色斑が 2–3 個ある．胸鰭の鰭膜は

透明．腹鰭各軟条は赤褐色であるが，前縁は白色．

腹鰭の鰭膜は一様に赤褐色．

固定後の色彩 ― 頭部，体背面および体側面の

鱗は一様に紫褐色となる．各鰭の鰭膜は無色透明

となる．背鰭軟条，胸鰭軟条および尾鰭軟条は紫

褐色となる．

分布　日本国外ではオーストラリア・クイー

ンズランド州のグレートバリアリーフおよびマリ

オンリーフ沖（Hoese et al., 2006），台湾（Kao and 

Lin, 1986）から知られる．国内では伊豆沖（Tanaka, 

1915），高知県（山川，2002），鹿児島県（本研究），

沖縄本島近海（益田ほか，1988），東シナ海（山川，

1984；山田ほか，2007）から標本に基づいて記録

されている．

備考　本標本は，吻長が眼径より長いこと，背

鰭軟条数が 14 であること，側線有孔鱗数が 35 で

あることなどの特徴において山川（1984）や

Nakabo (2002) などが報告した A. damasi の標徴と

よく一致した．日本産の同属他種とは，吻長が眼

径より長いこと，背鰭軟条数が 14 であること，

側線有孔鱗数が 35–37 であることから容易に識別

される（Nakabo, 2002）．

Fig. 1. Fresh specimen of Aulopus damasi. KAUM–I. 43848, 313.2 mm SL, Minami-satsuma, Kagoshima, Japan.
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エソダマシの鹿児島県での採集記録は，これ

までの国内における本種の分布の空白域を埋める

ものであり，本種が伊豆沖から沖縄県にかけて連

続的に広く分布することを示唆する．
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　 KAUM–I. 43848
Standard length (SL; mm) 313.2
Counts
 Dorsal-fin rays 14
 Anal-fin rays 9
 Pectoral-fin rays 12
 Pelvic-fin rays 9
 Branched caudal-fin rays 17
 Scales on lateral line 35
 Scales above lateral line 3½
 Scales below lateral line 4
 Gill rakers (upper + lower) 7+12
Measurements (% SL)
 Body depth 19.7
 Body width 16.5
 Predorsa-lfin length 44.2
 Preadipose-fin length 82.7
 Prepectral-fin length 103.2
 Prepelvic-fin length 37.2
 Preanal-fin length 76.9
 Dorsal-fin base length 22.5
 Anal-fin base length 8.4
 Longest dorsal-fin ray length 13.5
 Pectoral-fin length 16.7
 Pelvic-fin length 27.5
 Caudal-peduncle length 24.8
 Caudal-peduncle depth 8.8
 Head length 33.9
Measurements (% head length)
 Snout length 35.7
 Orbital diameter 20.9
 Eye diameter 19.8
 Interorbital width 15.6
 Upper-jaw length 50.1

Table 1. Counts and proportional measurements of Aulopus 
damasi from Kagoshima Prefecture, Japan.


